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補

論

 

偽

書

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

作

者 
 
 

幸

松

葉

枝

尺

と

「

大

友

本

」 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
  

吉

森

 

健 
 

 
 
 

 

～

は

じ

め

に

～ 
 

偽

書

ウ

エ

ツ

フ

ミ

に

は

、

二

種

類

の

異

本

が

あ

る

。 
 

「

宗

像

本

」

と

「

大

友

本

」

で

あ

る

。 
 

■

宗

像

本 
 

大

野

郡

土

師

村

庄

屋

宗

像

良

蔵

の

家

に

古

く

か

ら

神

の

文

と

し

て

伝

え

ら

れ

て

き

た

古

文

書

が

あ

っ

た

。 
 

奇

妙

な

文

字

（

後

に

神

代

文

字

の

一

種

と

さ

れ

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

ま

た

は

豊

国

文

字

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

）

で

書

か

れ

て

い

て

、

天

孫

降

臨

の

地

、

日

向

高

千

穂

で

展

開

さ

れ

た

ウ

ガ

ヤ

王

朝

七

十

二

代

の

物

語

を

記

し

た

文

書

で

あ

っ

た

。 
 

天

保

二

年

（

一

八

三

一

）

、

府

内

城

下

の

国

学

者

幸

松

葉

枝

尺

（

さ

き

ま

つ

は

え

さ

か

）

が

こ

れ

を

発

見

す

る

。 
 

幸

松

は

明

治

五

年

（

一

八

七

二

）

写

本

を

完

成

し

、

明

治

七

年

、

初

代

大

分

県

令

森

下

景

端

が

中

央

政

府

に

報

告

す

る

。 
 

本

稿

で

は

、

こ

の

宗

像

家

伝

来

の

古

文

書

を

「

宗

像

本

原

文

」

と

い

い

、

幸

松

が

明

治

五

年

に

完

成

さ

せ

た

写

本

を

「

幸

松

宗

像

本

」

ま

た

は

単

に

「

宗

像

本

」

と

呼

ぶ

。 

  

■

大

友

本 
 

「

宗

像

本

原

文

」

が

明

治

六

年

に

大

野

川

の

氾

濫

で

流

没

す

る

。 
 

代

わ

り

に

臼

杵

福

良

村

の

大

友

淳

（

旧

大

友

氏

家

臣

の

末

裔

と

い

う

）

の

家

か

ら

、

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

異

本

と

思

わ

れ

る

文

書

が

出

現

す

る

。

こ

れ

を

「

大

友

本

」

と

い

い

、

現

在

ま

で

大

分

県

立

図

書

館

に

保

管

さ

れ

て

い

る

。 
 

明

治

七

年

、

森

下

県

令

の

依

頼

で

臼

杵

の

書

家

春

藤

倚

松

が

こ

の

「

大

友

本

」

の

正

確

な

写

本

を

作

成

す

る

。 
 

こ

れ

を

「

春

藤

大

友

本

」

と

い

う

。 
 

「

春

藤

大

友

本

」

は

二

〇

〇

六

年

、

臼

杵

市

に

里

帰

り

し

て

市

の

登

録

文

化

財

に

指

定

さ

れ

、

現

在

臼

杵

図

書

館

に

あ

る

。 
         

明治七年 春藤倚松写本の大友本  
序文 上つ文はしかき （図１） 
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筆

者

は

前

稿(

一

〇

四

号

「

春

藤

倚

松

大

友

本

で

見

え

て

き

た

偽

書

『

ウ

エ

ツ

フ

ミ

』

の

作

者

」

）

で

、

こ

の

両

本

の

作

者

は

と

も

に

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

発

見

者

幸

松

葉

枝

尺

そ

の

人

で

あ

る

と

断

定

し

た

。 
 

「

宗

像

本

」

は

、

こ

れ

を

完

成

さ

せ

た

の

が

幸

松

で

あ

る

の

で

わ

か

り

や

す

い

が

、
「

大

友

本

」

は

幸

松

の

も

の

と

は

違

う

筆

跡

で

書

か

れ

て

お

り

、

発

見

当

初

か

ら

そ

れ

を

書

い

た

の

は

別

人

だ

と

さ

れ

て

き

た

。 
    
           

   

筆

者

は

大

分

県

立

図

書

館

蔵

「

大

友

本

」

の

内

、

虫

食

い

の

少

な

い

部

分

を

訳

し

て

、

そ

の

結

果

を

、

サ

イ

ト

「

解

読

 

上

紀

 

田

中

勝

也

」

で

公

開

し

て

い

る

が

、

「

大

友

本

」

に

は

文

字

の

誤

記

や

文

節

の

脱

落

・

重

複

な

ど

機

械

的

な

筆

写

に

よ

る

と

思

わ

れ

る

頁

が

多

い

こ

と

を

確

か

め

て

い

る

（

同

サ

イ

ト

で

は

そ

れ

ら

の

箇

所

に

註

を

付

し

て

い

る

）

。 
 
 

  
 

筆

者

が

「

大

友

本

」

も

幸

松

の

創

作

で

あ

る

と

い

う

の

は

、
「

大

友

本

」

の

原

本

と

な

る

写

本

を

幸

松

が

筆

を

と

っ

て

書

き

（

こ

れ

を

本

稿

で

は

「

幸

松

大

友

本

」

と

仮

に

呼

ぶ

）

、

そ

の

原

本

「

幸

松

大

友

本

」

か

ら

作

成

さ

れ

た

写

本

が

大

分

県

立

図

書

館

蔵

の

「

大

友

本

」

に

な

っ

た

と

い

う

意

味

で

あ

る

。 
 

本

稿

で

は

、

前

項

で

明

ら

か

に

な

っ

た

事

実

（

※

文

末

註

）

を

踏

ま

え

て

、

こ

の

「

大

友

本

」

の

成

立

の

事

情

を

考

察

す

る

。 
 

次

の

節

に

分

け

論

を

進

め

る

。 
 

一

 

「

大

友

本

」

の

文

字

に

つ

い

て

の

幸

松

葉

枝

尺

の

証

言 

二

 
 

最

初

の

五

十

音

図 

三

 

「

幸

松

大

友

本

」

の

作

成 
四

 

「

幸

松

大

友

本

」

か

ら

「

幸

松

宗

像

本

」

へ

の

切

り

替

え 
五

 
「

大

友

本

」

の

作

成

事

情 

重複の例 （大分県立図書館蔵「大友本」上ツ記 貮乃綴） 
※傍線部 ○ と ✕ （筆者記入）は、同文で重複  （図２） 
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一 

「

大

友

本

」

の

文

字

に

つ

い

て

の

幸

松

葉

枝

尺

の

証

言 
 

幸

松

葉

枝

尺

は

、

亡

く

な

る

三

年

前

の

明

治

八

年

（

一

八

七

五

）

、

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

発

見

と

筆

写

の

経

緯

に

つ

い

て

弟

子

の

内

藤

平

四

郎

に

口

述

し

、

そ

れ

を

、

内

藤

が

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

で

記

し

た

「

マ

ネ

ビ

チ

ウ

コ

ト

ノ

ア

ゲ

ツ

ラ

イ

」

と

い

う

著

書

を

遺

し

て

い

る

。 
 

こ

の

著

書

の

「

宗

像

本

原

文

」

を

最

初

に

見

た

時

の

状

況

を

記

し

た

部

分

は

、 

「

そ

の

文

の

は

し

が

き

あ

り 

こ

を

読

み

て

み

る

に

い

と

う

る

わ

し

き

は

し

が

き

に

し

あ

れ

ば

 

や

ゝ

や

ゝ

に

神

代

（

か

む

み

よ

）

の

文

字

を

ま

ね

び

て

そ

の

文

を

読

み

つ

れ

ば

 

い

と

も

か

し

こ

き

文

に

な

も

あ

り

け

り

」(

マ

ネ

ビ

チ

ウ

コ

ト

ノ

ア

ゲ

ツ

ラ

イ

、

以

下

マ

ネ

ビ

と

略

す

△

十

七)

と

、

こ

の

ウ

エ

ツ

フ

ミ

が

普

通

の

文

字

で

は

な

い

特

殊

な

文

字

で

書

か

れ

て

い

る

こ

と

を

述

べ

て

い

る

。 

こ

の

あ

と

、

仮

名

遣

い

に

悩

み

な

が

ら

何

度

も

文

字

を

変

え

て

写

本

を

繰

り

返

し

た

末

に

「

幸

松

宗

像

本

」

を

完

成

さ

せ

る

。

こ

こ

ま

で

は

、

す

べ

て

「

宗

像

本

」

に

つ

い

て

の

話

な

の

で

あ

る

が

、

最

後

の

部

分

で

「

大

友

本

」

に

つ

い

て

と

思

わ

れ

る

言

葉

を

追

加

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

 
 

 

訳

文

を

記

す

。 

「

ま

た

こ

と

わ

っ

て

お

く

が 

原

文

（

も

と

つ

ふ

み

）

の

中

に

 

文

字

を

変

え

て

書

い

た

の

が

あ

っ

た

 

こ

こ

に

二

つ

三

つ

書

い

て

驚

か

そ

う 

 

を

 
 

と

書

き 
 

を

 
 

 

を

 
 

 
 

 

を

 
  

 

を

 
 

 

と

書

く

類

の

こ

と

が

あ

っ

た 

 

こ

れ

ら

は

（

お

〻

も

と

の

ふ

み

）

に

あ

っ

た

文

字

で

は

な

か

っ

た

で

あ

ろ

う

 

こ

れ

は

原

文

（

も

と

ふ

み

）

を

書

く

と

き

に

 

筆

を

と

っ

た

も

の

が

賢

（

さ

か

し

）

ら

心

で

書

き

か

え

た

も

の

と

思

う

の

で

、

私

は

こ

れ

を

書

き

改

め

て

お

い

た

」

 

（

マ

ネ

ビ

 

△

十

九

、

△

二

十

） 
   

と

こ

ろ

で

こ

れ

ら

五

つ

の

文

字 

（

ヤ

、

ス

、

ツ

、

ノ

、

ヨ

）

は 

「

大

友

本

」

で

繰

り

返

し

使

用

さ

れ

て

い

る

文

字

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

は

現

在

大

分

県

立

図

書

館

に

あ

る

「

大

友

本

」

で

確

か

め

ら

れ

る

（

上

つ

記

四

乃

綴

に

多

い

）

。 
 

春

藤

も

こ

の

事

実

に

気

が

付

き

朱

書

し

て

い

る

（

春

藤

大

友

本

二

巻
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三

十

三

頁

）

。 

 

   

幸

松

は

ど

ん

な

意

図

で

こ

の

よ

う

な

事

を

の

べ

た

の

だ

ろ

う

か

。 
 

吾

郷

清

彦

著

「

古

史

精

伝

ウ

エ

ツ

フ

ミ

 

附

録

」

（

昭

和

五

十

一

年

）

が

、

こ

の

部

分

の

原

文

と

訳

文

を

載

せ

て

い

る

。 

 

吾

郷

氏

は

、

（

お

〻

も

と

の

ふ

み

）

を

「

お

〻

と

も

の

ふ

み

」

に

読

み

間

違

え

、

あ

る

い

は

意

図

的

に

解

釈

し

て

、 

「

思

う

に

、

こ

れ

は

大

友

（

お

〻

と

も

）

の

原

本

に

記

し

て

い

る

モ

ジ

で

は

な

い

で

あ

ろ

う

。

私

が

写

し

た

原

本

を

筆

記

し

た

者

が

、

賢

（

さ

か

し

）

ら

心

で

書

き

か

え

た

も

の

と

思

う

の

で

、

私

は

こ

れ

を

書

き

改

め

て

お

い

た

」

（

七

十

九

頁

）

と

訳

し

て

い

る

。 
 

幸

松

は

確

か

に

「

原

文

（

も

と

ふ

み

）

」

で

「

宗

像

本

原

文

」

の

こ

と

を

言

い

、 

（

お

〻

も

と

の

ふ

み

）

と

い

う

言

葉

で

「

宗

像

本

原

文

」

の

そ

の

上

の

原

本

の

こ

と

を

言

っ

て

い

る

だ

け

で

あ

り

、

「

大

友

本

」

に

は

言

及

し

て

い

な

い

。 
 

し

か

し

吾

郷

氏

の

訳

は

、

幸

松

の

こ

の

証

言

は

「

宗

像

本

原

文

」

中

の

「

大

友

本

」

の

文

字

に

つ

い

て

述

べ

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

は

っ

き

り

さ

せ

て

い

る

の

で

あ

る

。 
 

吾

郷

氏

は

、

同

書

（

一

四

九

頁

）

で

「

大

図

本

（

大

分

図

書

館

蔵

大

友

本

）

は

、

宗

像

古

伝

本

（

宗

像

本

原

文

）

と

と

も

に

大

友

古

伝

本

と

い

わ

れ

る

両

古

伝

本

の

一

つ

で

あ

る

」

と

書

き

、

続

い

て

「

大

友

本

は

䢧

こ

れ

は

一

般

に

中

清

書

と

み

な

さ

れ

て

い

る

が

、

筆

者

が

コ

ピ

ー

に

よ

っ

て

精

査

し

た

と

こ

ろ

に

よ

る

と

、

中

清

書

と

い

う

よ

り

は

、

む

し

ろ

下

書

き

の

原

稿

に

当

る

も

の

と

い

え

る

」

と

述

べ

て

い

る

。 
 

「

大

友

本

」

は

「

中

清

書

本

」

で

「

宗

像

本

」

は

「

清

書

本

」

で

あ

る

と

最

初

に

書

い

た

の

は

、

吉

良

義

風

の

「

上

記

徴

証

十

頁

」

（

明

治

十

三

年

）

で

あ

る

。 
 

幸

松

の

こ

の

証

言

の

意

図

す

る

と

こ

ろ

は

、

吉

良

義

風

（

※

吉

良

に

つ

い

て

は

前

稿

「

三

 

明

治

政

府

へ

の

報

告

と

そ

の

後

ウ

エ

ツ

フ

ミ

」

参

照

）

に

、

そ

し

て

百

年

後

の

吾

郷

氏

に

も

き

ち

ん

と

伝

わ

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。 



 

 5 

 

し

か

し

、

筆

者

は

、

こ

の

「

お

ゝ

も

と

ふ

み

」

の

問

題

と

は

別

に

、 
幸

松

が

「

宗

像

本

原

文

」

中

の

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

の

誤

字

を

正

し

た

と

証

言

し

て

い

る

こ

と

に

疑

問

を

も

つ

。 
 

こ

の

証

言

は

三

つ

の

こ

と

を

言

っ

て

い

る

。 
 

一

つ

は

、

「

宗

像

本

原

文

」

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

で

書

か

れ

て

い

る

。

 
 

二

つ

は

、

「

宗

像

本

原

文

」

の

本

文

に

は

、

誤

っ

た

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

 

が

あ

っ

た

。 

 

三

つ

に

は

、

こ

れ

ら

の

文

字

は

「

は

し

が

き

」

中

の

五

十

音

図

の

中

に

は

存

在

し

な

か

っ

た

。

こ

れ

は

誤

字

を

正

す

た

め

に

は

基

準

が

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

そ

の

基

準

は

五

十

音

図

以

外

に

は

な

く

、

そ

の

中

に

誤

字

が

あ

ろ

う

は

ず

が

な

い

か

ら

で

あ

る

。 
 

こ

の

幸

松

の

三

つ

の

証

言

は

、

次

節

で

紹

介

す

る

文

献

の

示

す

事

実

と

矛

盾

す

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

。 
 

二 

最

初

の

五

十

音

図  
 

昭

和

四

十

八

年

、

竹

田

市

の

橋

爪

春

海

氏

は

、

論

文

「

時

世

撰

考

の

裏

書

に

つ

い

て

」（

大

分

県

立

竹

田

商

業

高

校

昭

和

四

十

八

年

度

研

修

紀

要

）

を

発

表

し

た

。 
 

幸

松

葉

枝

尺

に

は

、

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

写

本

や

様

々

な

著

述

が

あ

っ

た

。

  

 

彼

の

死

後

、

そ

れ

ら

の

文

献

は

弟

子

の

内

藤

平

四

郎

ら

の

手

に

移

り

、

内

藤

家

が

没

落

し

た

際

、

竹

田

で

代

々

神

官

を

努

め

て

き

た

橋

爪

家

に

移

っ

た

。

そ

の

文

献

の

中

に

「

時

世

撰

考

」

と

い

う

文

書

が

あ

っ

た

。 
  

 

橋

爪

春

海

氏

は

こ

の

「

時

世

撰

考

」

の

裏

書

に

、

「

萬

葉

略

解

」

と

題

す

る

幸

松

の

署

名

の

あ

る

文

章

を

発

見

し

た

の

で

あ

る

。 
 

寛

政

の

頃

村

田

春

海

ら

三

人

の

国

学

者

が

著

し

た

「

萬

葉

略

解

」

と

い

う

本

が

あ

る

。

万

葉

仮

名

で

書

か

れ

て

い

る

万

葉

歌

を

平

仮

名

で

読

み

解

説

を

施

し

て

い

る

本

で

あ

る

。 
 

幸

松

が

そ

の

本

の

万

葉

歌

を

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

文

字

で

書

き

写

し

、

そ

の

序

文

を

書

い

て

慶

応

元

年

（

一

八

六

五

）

十

一

月

十

一

日

の

日

付

で

署

名

し

て

い

る

文

書

が

見

つ

か

っ

た

の

で

あ

る

。 
 

序

文

に

は

「

こ

れ

の

真

仮

名

ハ

 

豊

く

に

の

司

の

命

の

い

た

く

古

事

の

す

た

ら

ん

事

を

嘆

き

給

ひ

て

 

と

見

か

う

見

ま

し

て

 

古

事

を

あ

け

つ

ら

は

し

ゝ 

は

し

書

き

に

も

有

り

」

と

あ

る

。 
 

「

豊

く

に

の

司

の

命

」

と

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

編

纂

者

た

る

大

友

能

直

の

こ

と

で

あ

り

、

こ

の

序

文

が

「

上

つ

文

は

し

か

き

」

か

ら

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

の

で

あ

る

。 
 

「

上

つ

文

は

し

か

き

」

の

内

容

を

、

こ

の

序

文

と

の

比

較

の

た

め

に

こ

こ

で

略

述

す

る

。 
（

１

）

八

意

思

兼

命

（

ヤ

コ

コ

ロ

オ

モ

ヒ

カ

ネ

ノ

ミ

コ

ト

）

が

口

の

形
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を

描

い

て

ア

イ

ウ

エ

ヲ

の

五

つ

の

音

を

区

別

し

た

（

※

図

１

）

。 
（

２

）

五

十

猛

命

（

イ

ソ

タ

ケ

ル

ノ

ミ

コ

ト

）

が

、

こ

の

ア

イ

ウ

エ

ヲ

か

ら

五

十

の

文

字

を

作

っ

た

の

で

、

こ

の

名

前

が

あ

る

。 
 

形

あ

る

も

の

か

ら

作

ら

れ

た

文

字

と

形

の

無

い

も

の

か

ら

作

ら

れ

て

い

る

の

で

形

仮

名

と

い

う

（

※

古

体

文

字

と

言

わ

れ

る

象

形

文

字

で

あ

る

が

図

は

略

）

。         

（

３

）

積

羽

八

重

言

代

主

命

（

ツ

ミ

ハ

ヤ

エ

コ

ト

シ

ロ

ヌ

シ

ノ

ミ

コ

ト

）

は

、

こ

の

一

つ

一

つ

の

文

字

を

重

ね

て

文

を

綴

っ

た

の

で

こ

の

名

前

の

よ

う

に

い

う

。 

（

４

）

鵜

萱

不

葺

合

（

ウ

ガ

ヤ

フ

キ

ア

エ

ズ

）

彦

二

代

天

皇

の

御

代

に

積

羽

八

重

言

代

主

命

の

後

裔

に

あ

た

る

積

羽

兄

田

太

命

（

ツ

ミ

ハ

エ

タ

タ

ノ

ミ

コ

ト

）

と

弟

田

太

命

（

オ

ト

タ

タ

ノ

ミ

コ

ト

）

の

兄

弟

は

、

五

十

の

形

仮

名

を

和

ら

げ

て

改

良

し

、

文

字

を

綴

る

の

に

便

利

な

新

し

い

文

字

を

作

っ

た

（

※

図

３

）

。 
 

五

十

の

文

字

に

、

濁

り

文

字

（

濁

音

）

と

添

え

字

（

ヤ

と

ハ

）

、

数

字

（

※

図

は

略

）

を

加

え

た

暗

号

解

読

表

の

よ

う

な

も

の

で

、

こ

れ

ら

の

文

字

で

本

文

は

綴

ら

れ

て

い

る

。 
 

続

い

て

こ

の

五

十

音

図

を

も

と

に

後

に

吉

備

真

備

が

片

仮

名

を

つ

く

っ

た

と

い

う

話

に

な

っ

て

い

る

。 
  

         

因

み

に

こ

の

五

十

音

図

は

、
「

上

つ

文

は

し

か

き

」

と

同

じ

も

の

が

本

文

に

も

書

か

れ

て

い

て

、

そ

れ

は

「

宗

像

本

」

も

「

大

友

本

」

も

同

じ

で

あ

る

。

現

在

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

と

さ

れ

て

い

る

の

は

、

こ

の

図

３

の

五

十

音

図

の

文

字

で

あ

る

。 
 

 
 
  

 

「

萬

葉

略

解

」

序

文

も

同

じ

構

成

で

あ

る

が

、

内

容

が

異

な

る

。 

由

来

の

部

分

で

は

、 

（

２

）

の

五

十

猛

命

が

五

十

音

図

を

作

っ

た

と

い

う

部

分

が

な

く

八

心

思

兼

命

が

作

っ

た

と

な

っ

て

い

る

。 
 

そ

し

て

形

仮

名

（

※

象

形

文

字

）

は

「

萬

葉

略

解

」

序

文

で

は

分

散

し

て

図

４

の

五

十

音

図

に

書

き

込

ま

れ

て

い

る

。 
（

３

）

の

積

羽

八

重

言

代

主

命

の

部

分

は

な

い

。 
ウエツフミ 五十音図  （図３） 
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（

４

）

で

は

、

兄

田

太

と

弟

田

太

の

兄

弟

は

積

羽

八

重

言

代

主

命

の

後

裔

で

は

な

く

、

鵜

萱

不

葺

合

命

の

御

子

と

な

っ

て

い

る

。 
 

最

も

問

題

の

あ

る

違

い

は

、

五

十

音

図

で

あ

る

。 
           

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

方

（

図

３

）

に

は

、

五

十

音

の

内

、

現

在

使

っ

て

い

る

仮

名

が

十

一

字

で

あ

る

が

、

「

萬

葉

略

解

」

の

方

（

※

図

４

）

は

半

分

以

上

二

十

九

字

も

あ

る

。 
 

「

ア

イ

ウ

ヱ

ヲ

」

「

キ

ク

ケ

コ

」

「

サ

シ

ス

ソ

」

「

ツ

テ

ト

」

「

ナ

ノ

」

「

ハ

ヒ

フ

」

「

マ

ミ

ム

」

「

ユ

」

「

ラ

ル

レ

」

「

ワ

」

の

文

字

で

あ

る

。 
  

ま

た

濁

音

を

示

す

文

字

（

濁

り

字

）

と

添

え

字

も

な

い

。

本

文

（

万

葉

歌

）

で

は

濁

点

を

振

っ

て

い

る

の

で

あ

る

（

※

図

は

略

）

。 

 

そ

し

て

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

五

十

音

図

（

※

図

３

）

の

濁

り

字

は

、

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

（

※

図

４

）

か

ら

、

「

キ

ク

ケ

コ

」

「

サ

シ

ス

ソ

」

「

テ

ト

」

「

ハ

ヒ

」

の

文

字

が

移

行

し

た

形

に

な

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

ま

た

（

せ

）

が

「

ぜ

」

に

、

（

た

）

が

「

だ

」

に

な

っ

て

い

る

。 
  

そ

し

て

前

節

で

紹

介

し

た

「

大

友

本

」

で

使

わ

れ

て

い

る

五

つ

の

誤

字

 

の

内

、

と

の

二

字

が

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

（

※

図

４

）

に

存

在

し

て

い

る

。 
 

こ

の

事

実

が

幸

松

の

証

言

の

矛

盾

を

明

ら

か

に

す

る

の

で

あ

る

。 
  

と

 
 

の

二

つ

の

文

字

は

、

幸

松

の

前

節

の

証

言

が

正

し

け

れ

ば

、

こ

れ

ら

の

文

字

が

「

宗

像

本

原

文

」

の

「

は

し

が

き

」

の

五

十

音

図

に

存

在

す

る

は

ず

は

な

い

。 
 

も

し

そ

の

よ

う

な

五

十

音

図

が

初

め

か

ら

存

在

し

て

い

た

な

ら

ば

、

こ

れ

ら

の

文

字

の

鎮

座

す

る

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

を

わ

ざ

わ

ざ

新

し

く

作

成

す

る

こ

と

は

し

な

い

で

あ

ろ

う

。 
 

結

局

、

「

宗

像

本

原

文

」

に

は

五

十

音

図

は

な

く

、

従

っ

て

、

本

文

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

で

書

か

れ

て

は

い

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

に

な

る

の

で

は

な

い

か

。 

萬葉略解 五十音図 （図４） 
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橋

爪

春

海

氏

は

、

五

十

音

図

の

由

来

を

記

し

た

「

上

つ

文

は

し

か

き

」

は

「

宗

像

本

原

文

」

に

は

な

く

、

「

萬

葉

略

解

」

の

序

文

か

ら

展

開

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

と

考

え

た

の

で

あ

る

。 
 

そ

し

て

「

慶

応

元

年

（

一

八

六

五

）

以

前

に

は

、

ま

だ

『

上

記

』

は

存

在

し

な

か

っ

た

の

で

あ

り

、

こ

の

年

以

後

葉

枝

尺

の

宗

像

本

写

本

を

完

成

し

た

と

い

う

明

治

五

年

（

一

八

七

二

）

の

間

に

成

立

さ

せ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

さ

ら

に

、

葉

枝

尺

自

身

が

こ

の

神

代

文

字

及

び

『

上

記

』

の

作

者

で

あ

る

と

す

る

な

ら

ば

、

こ

れ

ま

で

の

推

定

に

過

ぎ

な

か

っ

た

『

上

記

』

成

立

事

情

の

疑

問

も

解

決

す

る

。

私

は

こ

れ

ま

で

、

あ

ま

り

問

題

に

な

ら

な

か

っ

た

葉

枝

尺

を

、
『

上

記

』

成

立

の

中

心

人

物

と

し

た

い

の

で

あ

る

」

（

「

時

世

撰

考

」

の

裏

書

に

つ

い

て

）

と

書

い

て

い

る

。 
 

明

快

な

推

理

で

あ

る

。 
 

た

だ

、

幸

松

葉

枝

尺

に

は

自

身

の

証

言

の

ほ

か

に

、

吉

良

義

風

や

田

近

長

陽

が

書

き

留

め

て

い

る

証

言

が

あ

る

。 
 

吉

良

義

風

の

「

上

記

徴

証

」

の

中

に

、

「

然

ル

ニ

幸

松

氏

ノ

功

ニ

依

テ

書

中

ノ

事

項

ノ

如

何

ヲ

知

ニ

至

リ

聞

者

或

ハ

信

シ

或

ハ

疑

イ

地

方

識

者

ノ

談

柄

ト

ナ

リ

シ

ハ

蓋

シ

文

久

二

三

年

（

一

八

六

二

～

三

）

ノ

頃

ナ

リ

」

（

四

頁

）

と

あ

る

。

「

萬

葉

略

解

」

序

文

の

書

か

れ

た

慶

応

元

年

の

一

、

二

年

前

に

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

こ

と

は

世

間

に

知

ら

れ

て

い

た

と

し

て

い

る

の

で

あ

る

。 
 

ま

た

田

近

長

陽

は

「

宗

像

本

原

文

」

に

つ

い

て

「

吾

其

流

失

る

前

年

（

※

明

治

五

年

）

葉

枝

尺

が

許

に

て

、

只

一

冊

を

見

た

る

に

最

も

古

く

、

披

見

む

も

破

損

ぬ

さ

ま

な

れ

バ

、

只

打

見

た

る

ま

で

な

り

」
（

高

千

穂

古

文

字

伝

六

頁

）

と

書

い

て

あ

る

。 
 

こ

れ

ら

の

証

言

は

第

三

者

（

「

上

記

徴

証

」

で

は

「

地

方

識

者

」

、

「

高

千

穂

古

文

字

伝

」

で

は

田

近

自

身

）

も

関

わ

っ

て

い

る

事

柄

で

あ

り

一

概

に

否

定

は

で

き

な

い

。 
 

そ

の

内

容

は

と

も

か

く

、

「

宗

像

本

原

文

」

は

存

在

し

、

文

久

二

、

三

年

に

は

幸

松

の

手

に

な

る

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

何

ら

か

の

写

本

は

作

成

さ

れ

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。 
  

こ

う

し

た

事

情

を

考

え

た

場

合

、
「

萬

葉

略

解

」

序

文

の

五

十

音

図

の

由

来

は

ど

う

な

る

か

。 
 

筆

者

は

、

「

宗

像

本

原

文

」

は

、

五

十

音

図

が

な

く

て

も

解

読

で

き

る

文

字

で

書

か

れ

て

い

た

と

考

え

る

。

万

葉

仮

名

あ

る

い

は

漢

字

仮

名

交

じ

り

、

あ

る

い

は

片

仮

名

だ

け

で

書

か

れ

た

も

の

で

あ

る

と

。 
 

そ

の

内

容

は

、

神

棚

に

置

か

れ

て

い

た

と

い

う

か

ら

祝

詞

の

一

種

で

あ

っ

た

か

も

知

れ

な

い

。 
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こ

の

「

宗

像

本

原

文

」

の

内

容

に

つ

い

て

は

、

藤

村

七

穂

著

「

偽

史

源

流

行

第

二

十

四

回

」

（

歴

史

読

本

二

〇

〇

一

年

十

二

月

号

）

は

、

「

幸

松

が

宗

像

本

を

見

出

し

た

時

点

で

は

、

お

そ

ら

く

ウ

ガ

ヤ

王

統

譜

（

の

骨

格

）

は

存

在

し

た

。

こ

う

し

た

異

伝

は

『

古

事

記

伝

』

『

成

文

』

に

は

存

在

し

な

い

し

、

幸

松

の

勝

手

な

創

作

と

主

張

す

る

の

も

難

し

い

と

考

え

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

」

と

推

定

し

て

い

る

。 
 

ま

た

「

日

本

の

偽

書

」

（

文

春

新

書

二

〇

〇

八

年

）

の

著

者

藤

原

明

氏

は

、

幾

つ

か

の

近

世

の

偽

書

に

は

、

中

世

に

色

々

作

成

さ

れ

た

「

日

本

書

記

」

の

注

釈

書

か

ら

派

生

し

た

文

献

を

利

用

し

た

も

の

が

あ

り

、

ウ

ガ

ヤ

王

統

譜

も

そ

の

よ

う

な

も

の

で

あ

ろ

う

か

と

書

い

て

い

る

（

一

八

六

頁

）

。 
 

と

も

か

く

「

宗

像

本

原

文

」

の

内

容

の

全

て

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

本

文

の

中

に

収

め

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

幸

松

の

当

時

の

読

書

環

境

か

ら

は

到

底

考

え

ら

れ

な

い

内

容

が

あ

る

と

確

定

で

き

れ

ば

、

そ

の

部

分

が

「

宗

像

本

原

文

」

に

由

来

す

る

も

の

で

あ

ろ

う

。 
 

幸

松

は

、

こ

の

普

通

文

字

で

書

か

れ

た

文

書

で

あ

る

「

宗

像

本

原

文

」

か

ら

、

新

し

く

神

代

文

字

の

ウ

エ

ツ

フ

ミ

を

作

成

す

る

た

め

に

、

五

十

音

図

を

考

案

し

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。 
 

そ

の

五

十

音

図

が

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

で

あ

ろ

う

。 
 

 

仮

名

遣

い

に

悩

ん

だ

幸

松

は

、

何

度

か

筆

写

に

使

う

文

字

を

変

え

て

写

本

を

進

め

て

い

る

。

そ

の

こ

と

を

「

マ

ネ

ビ

チ

ウ

コ

ト

ノ

ア

ゲ

ツ

ラ

イ

」

で

述

べ

て

は

い

る

が

正

確

な

有

り

様

は

わ

か

ら

な

い

。 
 

し

か

し

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

の

作

成

は

確

か

に

行

わ

れ

て

お

り

、

さ

ら

に

何

ら

か

の

理

由

で

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

を

ウ

エ

ツ

フ

ミ

五

十

音

図

に

作

り

替

え

、

次

の

写

本

の

作

成

に

進

ん

で

い

る

。 
 

そ

れ

が

「

幸

松

大

友

本

」

で

あ

る

と

筆

者

は

考

え

る

の

で

あ

る

。

  
 

三 

「

幸

松

大

友

本

」

の

作

成 
 

幸

松

の

試

行

錯

誤

の

中

、

あ

る

時

点

で

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

が

作

ら

れ

、

さ

ら

に

そ

の

五

十

音

図

か

ら

現

行

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

五

十

音

図

が

作

成

さ

れ

た

。 
 

そ

の

新

し

い

文

字

で

最

初

に

作

成

さ

れ

た

の

が

「

幸

松

大

友

本

」

で

あ

る

と

筆

者

は

考

え

る

。 
 

「

大

友

本

」

は

、

こ

の

「

幸

松

大

友

本

」

を

別

人

が

筆

写

・

整

理

し

て

作

成

し

た

写

本

で

あ

る

と

思

う

の

で

あ

る

（

次

節

）

。 
 

幸

松

の

証

言

は

、
「

マ

ネ

ビ

チ

ウ

コ

ト

ノ

ア

ゲ

ツ

ラ

イ

」

の

ほ

か

吉

良

義

風

が

「

上

記

徴

証

」

で

、

ま

た

田

近

長

陽

が

「

高

千

穂

古

文

字

伝

」

で

書

き

記

し

て

い

る

が

、

こ

れ

ら

は

相

互

に

矛

盾

は

見

ら

れ

ず

幸

松

は

一

貫

し

た

内

容

を

語

っ

て

い

る

。 
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以

下

順

を

追

っ

て

「

幸

松

大

友

本

」

作

成

ま

で

の

過

程

を

筆

者

の

推

定

を

交

え

て

再

構

成

し

て

み

る

。 
 

■

文

久

二

、

三

年

（

一

八

六

二

～

三

）

の

頃

、

幸

松

の

ウ

エ

ツ

フ

ミ

発

見

の

話

は

地

方

識

者

に

知

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

た

（

上

記

徴

証

四

頁

）

。 
 

こ

の

頃

ま

で

に

、
「

宗

像

本

原

文

」

の

判

読

困

難

ま

た

は

欠

損

部

分

を

本

居

宣

長

や

平

田

篤

胤

の

著

作

を

使

っ

て

補

正

ま

た

は

補

充

し

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

。 

■

慶

応

元

年

（

一

八

六

五

）

ま

で

に

幸

松

は

「

萬

葉

略

解

」

序

文

の

五

十

音

図

を

作

成

し

た

。 
 

こ

れ

は

万

葉

仮

名

を

神

代

文

字

に

変

換

す

る

た

め

の

表

と

し

て

実

際

に

「

萬

葉

略

解

」

の

本

文

で

使

わ

れ

て

い

る

が

、

序

文

で

は

神

代

文

字

（

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

）

で

あ

る

と

は

っ

き

り

説

明

さ

れ

て

い

る

。 
 

「

萬

葉

略

解

」

は

裏

紙

と

な

っ

て

封

印

さ

れ

て

し

ま

っ

た

わ

け

だ

が

、

万

葉

仮

名

を

こ

の

文

字

で

書

け

ば

ど

う

な

る

か

試

し

書

き

し

て

み

た

の

か

も

知

れ

な

い

。 

■

「

萬

葉

略

解

」

の

序

文

か

ら

「

上

つ

文

は

し

か

き

」

を

作

成

し

た

。 
  

 

五

十

音

図

の

由

来

に

五

十

猛

命

と

積

羽

八

重

言

代

主

命

が

登

場

し

、

「

濁

り

字

」

と

「

添

え

字

」

（

※

図

３

）

が

追

加

さ

れ

た

。 
 

こ

の

移

行

の

理

由

は

不

明

で

は

あ

る

が

、

鵜

萱

不

葺

合

命

の

御

子

と

さ

れ

て

い

た

兄

田

太

と

弟

田

太

の

兄

弟

が

、
「

上

つ

文

は

し

か

き

」

で

は

積

羽

八

重

言

代

主

命

の

後

裔

と

な

り

ウ

ガ

ヤ

二

代

天

皇

の

御

代

に

文

字

を

改

良

し

た

と

い

う

風

に

変

わ

っ

た

こ

と

に

関

係

が

あ

る

か

も

知

れ

な

い

。 
 

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

が

作

成

さ

れ

た

頃

ま

で

は

、

ま

だ

ウ

エ

ツ

フ

ミ

本

文

に

は

積

羽

八

重

言

代

命

も

ウ

ガ

ヤ

二

代

天

皇

の

こ

と

も

書

か

れ

て

い

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。 
 

つ

ま

り

、

ウ

ガ

ヤ

二

代

天

皇

以

降

の

物

語

は

、

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

か

ら

「

上

つ

文

は

し

か

き

」

五

十

音

図

に

移

行

し

た

時

に

追

加

さ

れ

た

と

考

え

て

も

よ

い

の

で

は

な

い

か

。 
 

こ

の

「

上

つ

文

は

し

か

き

」

の

新

し

い

五

十

音

図

で

最

初

に

作

成

さ

れ

た

の

が

「

幸

松

大

友

本

」

で

あ

っ

た

。 
 

先

の

「

萬

葉

略

解

」

序

文

の

五

十

音

図

に

あ

る

 

と

の

二

つ

の

文

字

は

、

「

大

友

本

」

で

度

々

使

わ

れ

て

い

る

文

字

で

あ

り

、

後

に

誤

字

と

し

て

ウ

エ

ツ

フ

ミ

五

十

音

図

で

は

消

さ

れ

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

 
 

こ

れ

は

順

序

と

し

て

「

萬

葉

略

解

」

に

続

い

て

書

か

れ

た

の

が

「

幸

松

大

友

本

」

で

あ

っ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

  
 

習

慣

で

誤

っ

て

古

い

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

の

文

字

を

使

っ

て
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し

ま

っ

た

た

め

で

あ

ろ

う

。 
 

ま

た

「

大

友

本

」

で

は

が

添

え

字

の

の

代

わ

り

に

し

ば

し

ば

使

わ

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

も

添

え

字

の

な

か

っ

た

「

萬

葉

略

解

」

の

五

十

音

図

の

名

残

で

あ

っ

た

の

だ

と

思

わ

れ

る

の

で

あ

る

。 

■

ま

た

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

内

容

が

「

大

友

本

」

か

ら

「

宗

像

本

」

へ

進

ん

だ

こ

と

を

示

す

一

例

を

示

す

。 
 

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

が

神

々

に

よ

っ

て

作

ら

れ

て

い

く

過

程

は

、「

大

友

本

」

、

「

宗

像

本

」

両

本

と

も

に

、

「

は

し

か

き

」

だ

け

で

な

く

本

文

に

も

書

か

れ

て

い

る

。 
 

ウ

ガ

ヤ

二

代

天

皇

か

ら

思

兼

命

た

ち

の

つ

く

っ

た

形

仮

名

（

※

古

体

文

字

）

を

使

い

や

す

い

よ

う

に

改

良

し

て

、

便

利

な

文

字

を

作

る

よ

う

命

ぜ

ら

れ

た

兄

田

太

命

と

弟

田

太

命

の

兄

弟

が

、

形

仮

名

を

和

ら

げ

て

五

十

音

図

（

※

図

３

）

を

作

り

だ

す

段

（

※

前

節

の

「

五

十

音

図

の

成

立

の

歴

史

」

参

照

）

の

記

述

を

み

る

と

、 
 

「

大

友

本

」

で

は

、 
 

兄

弟

の

前

に

思

兼

命

、

五

十

猛

命

と

積

羽

八

重

言

代

主

命

が

現

れ

、

「

い

ま

し

（

汝

）

い

と

ま

め

な

り

 

か

れ

（

だ

か

ら

）

こ

り

づ

て

む

（

教

え

よ

う

）

と

ま

を

（

申

）

し

て

 

す

み

（

清

）

と

に

ご

る

（

濁

）

と

の 

い

そ

ご

と

（

五

十

言

）

を

 

つ

ば

ら

（

詳

）

に

さ

と

（

諭

）

し

た

ま

ゐ

き

」

（

春

藤

大

友

本

八

巻

二

十

一

頁

）

と

簡

明

で

あ

る

が

、 

 

「

宗

像

本

」

に

な

る

と

様

子

が

変

わ

る

。 
 

兄

弟

は

「

大

分

（

お

ゝ

き

た

）

の

速

吸

門

（

は

や

す

い

ど

）

の

向

津

島

（

む

か

つ

し

ま

※

無

垢

島

か

）

の 

国

（

く

に

）

の

御

柱

石

（

み

は

し

ら

い

し

）

の

辺

（

べ

）

に

 

棚

支

（

た

な

つ

）

く

の

小

舟

（

お

ふ

ね

）

に

乗

（

の

）

ら

し

て

 

日

（

ひ

）

の

毎

（

は

） 

三

度

（

み

た

び

）

の

御

濯

（

み

そ

ゝ

）

ぎ

の

 

神

訓

（

か

む

こ

り

）

の

潮

垢

離

（

し

を

こ

り

）

て

 

八

（

や

）

つ 

九

（

こ

ゝ

の

）

つ

の

平

手

（

な

ら

で

）

を

 

三

度

（

み

た

び

）

拍

（

う

）

た

し

て

火

（

ひ

）

を

鑚

（

き

）

り

以

（

も

）

ち 

そ

の

海

（

み

）

に

漁

（

い

さ

）

る

鰭

物

（

は

た

も

の

）

 

御

幣

代

（

み

て

く

ら

し

ろ

）

に

奉

（

ま

つ

）

り

て 

左

手

（

ひ

で

）

に

青

和

幣

（

あ

お

に

ぎ

て

） 

右

手

（

み

て

）

に

白

和

幣

（

し

ろ

に

ぎ

て

）

打

（

う

）

ち

振

（

ふ

）

ら

し

て

䢧

」

、

天

津

神

（

あ

ま

つ

か

み

）

た

ち

に

祈

り

「

昼

（

ひ

る

）

ハ

 

十

一

（

と

う

ひ

と

）

つ

日

（

ひ

） 

夜

（

よ

る

）

ハ

 

十

（

と

う

）

つ

夜

（

よ

）

 

像

代

（

か

た

し

ろ

）

の

神

楽

（

か

む

ら

か

）

を

 

称

（

た

た

）

エ

ま

つ

る

䢧

」

と

、

文

字

を

教

わ

る

具

体

的

な

場

所

も

登

場

す

る

。

魚

を

供

え

御

幣

を

打

ち

振

り

十

日

に

わ

た

っ

て

神

楽

を

奉

げ

て

祈

る

さ

ま

が

書

き

加

え

ら

れ

て

描

写

は

ふ

く

ら

み

、

天

津

神

た

ち

の

詔

（

み

こ

と

の

り

）
「

汝

（

い

ま

し

）

ま

め

な

り

䢧

」
（

「

解

読

上

紀

」

十

九

綴

三

章

）

と

続

い

て

い

く

の

で

あ

る

。 
 

完

全

な

創

作

で

あ

ろ

う

。

高

千

穂

王

朝

の

部

分

は

前

稿

で

示

し

た

よ
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う

に

、

こ

の

よ

う

な

追

加

の

記

述

が

多

い

の

で

あ

る

。 
  

「

幸

松

大

友

本

」

が

先

に

作

ら

れ

、

そ

れ

を

修

正

す

る

形

で

「

幸

松

宗

像

本

」

が

作

成

さ

れ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

証

言

も

あ

る

。 
 

四 

「

幸

松

大

友

本

」

か

ら

「

幸

松

宗

像

本

」

へ

の

切

り

替

え 
 

明

治

十

年

（

一

八

七

七

）

一

月

東

京

で

「

上

記

鈔

訳

」

を

刊

行

し

た

吉

良

義

風

は

、

巻

き

起

こ

っ

た

偽

作

の

批

判

に

対

抗

す

べ

く

、
「

上

記

徴

証

」

（

明

治

十

三

年

刊

）

の

執

筆

に

取

り

掛

か

る

。 
 

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

異

本

で

あ

る

と

見

ら

れ

た

「

大

友

本

」

に

拠

っ

て

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

真

書

で

あ

る

こ

と

を

証

明

し

よ

う

と

し

た

の

で

あ

る

。

 

し

か

し

「

大

友

本

」

を

読

み

進

む

に

つ

れ

、

「

大

友

本

」

と

「

宗

像

本

」

の

記

述

内

容

の

違

い

が

気

に

な

っ

て

き

た

。 
 

「

大

友

本

」

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

「

中

清

書

本

」

で

あ

り

、

「

宗

像

本

」

は

「

清

書

本

」

で

あ

る

と

考

え

て

両

本

の

違

い

を

説

明

し

て

い

た

の

で

あ

る

が

、

疑

惑

は

完

全

に

消

え

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。 
 

明

治

十

二

年

（

一

八

七

九

）

に

は

、

幸

松

葉

枝

尺

の

弟

良

蔵

に

、
「

大

」

を

意

味

す

る

「

お

ほ

」

を

、

「

宗

像

本

」

で

は

（

お

ゝ

）

、

「

大

友

本

」

で

は

（

お

ほ

）

と

異

な

る

文

字

を

使

っ

て

い

る

の

は

ど

う

し

た

こ

と

だ

ろ

う

か

と

聞

い

て

い

る

。 
 

こ

れ

に

対

し

て

「

良

蔵

氏

対

テ

日

向

国

臼

杵

郡

岩

戸

村

所

在

ノ

銘

中

ニ

（

お

ゝ

）

ト

ア

ル

ヲ

以

テ

原

書

ニ

（

お

ほ

）

ト

ア

リ

シ

ヲ

（

お

ゝ

）

ノ

方

正

シ

カ

ル

ベ

シ

ト

テ

兄

葉

枝

尺

ガ

全

部

ヲ

書

改

メ

テ

今

ノ

蔵

本

ニ

製

シ

タ

ル

ハ

正

ニ

明

治

三

四

年

間

ニ

テ

其

（

お

ほ

）

ト

ア

リ

シ

本

ハ

則

反

古

ニ

投

セ

シ

ト

云

フ

」

（

上

記

徴

証

十

四

頁

）

と

あ

る

。 
 

こ

の

説

明

を

聞

い

て

吉

良

は

、
「

義

風

大

ニ

疑

団

ヲ

氷

解

セ

シ

」

と

書

い

て

い

る

。 
 

「

岩

戸

村

所

在

ノ

銘

」

と

い

う

の

は

、

岩

戸

村

に

あ

る

天

岩

戸

と

い

う

山

窟

か

ら

掘

り

出

さ

れ

た

甕

の

蓋

石

の

銘

の

こ

と

で

、

そ

の

銘

文

が

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

で

書

か

れ

て

い

た

の

で

あ

る

。

田

近

長

陽

の

「

高

千

穂

古

文

字

伝

」
（

四

六

頁

以

下

）

に

よ

る

と

大

分

県

令

森

下

景

端

が

幸

松

の

弟

良

蔵

を

遣

わ

し

て

調

べ

さ

せ

拓

本

を

撮

っ

て

持

ち

帰

ら

せ

た

も

の

で

あ

る

。

森

下

県

令

は

宮

崎

県

に

も

頼

ん

で

拓

本

を

送

っ

て

も

ら

っ

て

い

る

。

明

治

八

年

の

こ

と

で

あ

る

。  
 

幸

松

の

発

見

に

つ

い

て

は

信

じ

て

い

た

田

近

長

陽

で

あ

る

が

、

良

蔵

の

「

甕

の

蓋

石

の

銘

」

に

つ

い

て

は

細

か

に

そ

の

疑

わ

し

い

点

を

述

べ

て

い

る

。 

こ

の

蓋

石

は

そ

の

後

紛

失

し

て

い

る

の

で

あ

る

。 
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三

節

で

論

証

し

た

よ

う

に

「

宗

像

本

原

文

」

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

で

は

書

か

れ

て

い

な

か

っ

た

。「

甕

の

蓋

石

の

銘

」

に

つ

い

て

は

別

に

し

て

、

幸

松

が

「

甕

の

蓋

石

の

銘

」

の

文

字

に

合

わ

せ

て

（

お

ほ

）

を

（

お

ゝ

）

に

書

き

換

え

た

と

い

う

話

は

事

実

で

あ

っ

た

と

考

え

る

。
「

甕

の

蓋

石

の

銘

」

が

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

真

書

を

裏

付

け

る

た

め

の

工

作

だ

と

し

た

ら

、

必

要

な

作

業

で

あ

っ

た

だ

ろ

う

か

ら

で

あ

る

。 
  

筆

者

は

こ

の

と

き

反

故

と

し

て

処

分

さ

れ

た

と

い

う

古

い

写

本

が

元

と

な

っ

て

、

「

大

友

本

」

が

作

成

さ

れ

た

と

考

え

る

の

で

あ

る

。 
 

五 

「

大

友

本

」

の

作

成

事

情 
 

幸

松

が

長

い

間

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

写

本

に

邁

進

す

る

過

程

で

、

書

き

換

え

ら

れ

不

要

と

な

っ

た

写

本

は

何

度

か

反

古

と

し

て

処

分

さ

れ

て

い

る

。

 
 

前

節

で

幸

松

の

弟

良

蔵

が

言

っ

た

「

明

治

三

四

年

（

一

八

七

〇

～

一

）

間

ニ

テ

其

（

お

ほ

）

ト

ア

リ

シ

本

ハ

則

反

古

ニ

投

セ

シ

」

も

そ

の

一

つ

で

あ

ろ

う

。 
 

内

藤

平

四

郎

ら

門

弟

か

ら

見

た

師

幸

松

の

姿

は

、

判

読

困

難

な

「

神

の

文

」

を

生

涯

か

け

て

そ

の

解

読

に

没

頭

す

る

真

摯

な

学

者

の

も

の

で

あ

っ

た

。

彼

ら

門

弟

の

日

課

は

そ

の

師

幸

松

が

解

読

し

た

写

本

の

筆

写

で

あ

っ

た

ろ

う

。

写

本

の

内

容

が

変

わ

り

、

古

い

写

本

が

処

分

さ

れ

る

の

も

、

深

化

す

る

師

の

研

究

・

解

読

の

結

果

で

あ

っ

て

何

ら

疑

う

べ

き

も

の

で

は

な

か

っ

た

。 
 

そ

れ

ら

が

ど

の

よ

う

に

し

て

臼

杵

の

大

友

淳

の

手

に

渡

り

、

流

没

し

た

「

宗

像

本

原

文

」

の

異

本

と

さ

れ

た

「

大

友

本

」

に

仕

立

て

上

げ

ら

れ

た

の

か

、

大

友

淳

が

先

祖

伝

来

の

古

文

書

を

金

を

受

け

と

っ

て

見

せ

る

の

を

生

業

と

し

て

い

た

と

い

う

「

高

千

穂

古

文

字

伝

」

（

一

一

八

頁

）

の

記

事

も

あ

る

が

、

幸

松

の

弟

良

蔵

や

弟

子

の

内

藤

平

四

郎

ら

が

「

大

友

本

」

の

作

成

に

ど

の

よ

う

に

関

わ

っ

た

か

具

体

的

な

像

を

今

細

か

に

は

描

け

な

い

。 
 

本

稿

で

筆

者

は

「

宗

像

本

原

文

」

に

関

す

る

幸

松

の

証

言

を

偽

証

で

あ

る

と

し

た

。 
 

し

か

し

、

幸

松

に

は

偽

証

の

意

識

な

ど

な

か

っ

た

か

の

よ

う

で

あ

る

。

 
 

彼

が

創

作

し

付

加

し

て

い

っ

た

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

記

事

は

、

彼

の

長

年

の

読

書

と

思

索

の

結

果

で

あ

り

、

こ

の

世

界

の

真

実

で

あ

る

と

悟

っ

た

内

容

で

あ

っ

た

。

彼

は

日

常

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

暦

法

を

用

い

、

こ

の

暦

法

を

政

府

は

採

用

す

べ

き

で

あ

る

と

弟

子

に

話

し

て

い

た

の

を

田

近

は

聞

い

て

い

る

（

高

千

穂

古

文

字

伝

一

一

三

頁

）

。 
 

幸

松

葉

枝

尺

の

弟

子

た

ち

に

と

っ

て

も

、

「

大

友

本

」

が

「

宗

像

本

原

文

」

の

異

本

で

あ

る

の

か

、

幸

松

の

手

に

な

る

「

宗

像

本

」

の

異

本

で

あ

る

の

か

、

違

い

は

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。 
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明

治

を

迎

え

ウ

エ

ツ

フ

ミ

が

世

の

脚

光

を

浴

び

る

よ

う

に

な

っ

て

、

「

宗

像

本

原

文

」

の

公

開

を

迫

る

声

は

高

ま

っ

て

く

る

。 
 

そ

う

し

た

中

で

彼

ら

が

手

元

に

あ

っ

た

写

本

を

整

理

し

て

「

大

友

本

」

を

作

り

あ

げ

て

お

い

た

と

し

て

も

、

彼

ら

に

は

偽

作

の

意

識

は

な

か

っ

た

で

あ

ろ

う

。 
 

そ

う

し

て

明

治

六

年

、
「

宗

像

本

原

文

」

が

大

野

川

の

氾

濫

で

流

没

し

た

と

き

、

彼

ら

の

「

大

友

本

」

は

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

真

書

で

あ

る

こ

と

を

裏

付

け

る

文

書

と

し

て

当

時

確

か

に

役

立

っ

た

の

で

あ

っ

た

。 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（

よ

し

も

り

・

け

ん

 

会

員

） 
 

【

註

 

前

稿

で

明

ら

か

と

な

っ

た

事

実

の

要

約

】 

Ⅰ

 

ウ

エ

ツ

フ

ミ

宗

像

本

は

平

田

篤

胤

の

「

古

史

成

文

」（

文

政

元

年

刊

）

 
 

の

あ

と

作

成

さ

れ

た

（

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

前

半

は

古

事

記

・

日

本

書

記

の

内

容

と

重

な

っ

て

い

て

「

古

史

成

文

」

と

の

比

較

が

可

能

）

。

ま

た

幸

松

が

発

見

し

た

と

い

う

天

保

二

年

ま

で

わ

ず

か

十

四

年

の

間

に

、

幸

松

以

外

の

別

人

が

先

に

書

い

て

い

た

と

い

う

可

能

性

は

考

え

ら

れ

な

い

。

※

前

稿

（

五

 

ウ

エ

ツ

フ

ミ

宗

像

本

原

本

の

制

作

時

期

）

。 

Ⅱ

 

「

大

友

本

」

の

制

作

時

期

に

つ

い

て

も

「

宗

像

本

」

と

同

じ

こ

と

が

言

え

る

。

つ

ま

り

「

大

友

本

」

が

幸

松

葉

枝

尺

の

「

宗

像

本

原

文

」

の

発

見

以

前

に

書

か

れ

た

可

能

性

は

な

い

。

※

前

稿

（

六 

大

友

本

原

本

の

制

作

時

期

） 

Ⅲ

 

宗

像

本

と

大

友

本

の

比

較

の

結

果

、

高

千

穂

王

朝

の

部

分

が

両

本

の

間

で

大

き

く

異

な

り

、

両

本

の

写

し

元

に

な

っ

た

共

通

の

文

献

が

存

在

し

た

と

は

と

う

て

い

考

え

ら

れ

な

い

。

※

前

稿

（

七

 

宗

像

本

と

大

友

本

の

内

容

の

比

較

） 
 

Ⅰ

と

Ⅱ

の

事

実

か

ら

ウ

エ

ツ

フ

ミ

は

「

宗

像

本

」

「

大

友

本

」

と

も

に

幸

松

葉

枝

尺

が

創

作

ま

た

は

何

ら

か

の

原

本

を

改

変

し

た

も

の

で

あ

る

こ

と

が

確

実

と

な

っ

た

。 
 

そ

し

て

、

Ⅲ

の

共

通

の

原

本

は

考

え

に

く

い

と

い

う

判

断

か

ら

、

両

本

共

に

幸

松

葉

枝

尺

の

創

作

に

な

る

も

の

で

あ

る

と

断

定

し

た

。 
  
 

 

【

参

考

文

献

】 
 

 
 

本

稿

で

幸

松

葉

枝

尺

の

証

言

を

引

用

し

た

文

献

は

次

の

４

点

で 
 

 
 

あ

る

。

  

（

１

）

幸

松

葉

枝

尺

著

述

「

マ

ネ

ビ

チ

ウ

コ

ト

ノ

ア

ゲ

ツ

ラ

イ

」
（

神

代 
 

 
 

文

化

研

究

所

編

「

ウ

エ

ツ

フ

ミ

付

録

１

」

昭

和

十

二

年

刊

行

）  
 

明

治

八

年

に

幸

松

葉

枝

尺

が

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

発

見

と

筆

写

の

経 
 

緯

を

口

述

し

て

弟

子

の

内

藤

平

四

郎

が

ウ

エ

ツ

フ

ミ

文

字

で

記 
 

し

た

も

の

。 
（

２

）

田

近

長

陽

著

「

高

千

穂

古

文

字

伝

」

八

幡

書

店

オ

ン

デ

マ

ン

ド 
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版 
 

岡

藩

藩

士

で

平

田

篤

胤

の

門

人

で

あ

っ

た

田

近

長

陽

が

明

治

九 
 

年

に

記

し

た

著

書

。

幸

松

か

ら

の

聞

き

書

き

、

日

向

岩

戸

村

出 
 

土

の

甕

蓋

の

神

代

文

字

な

ど

当

時

の

ウ

エ

ツ

フ

ミ

に

関

す

る

情 
 

報

を

一

冊

に

ま

と

め

た

も

の

。

明

治

三

十

二

年

の

「

追

次

の

記

」

 
 

と

あ

わ

せ

昭

和

七

年

「

無

明

山

人

」

筆

写

。 

（

３

）

吉

良

義

風

著

「

上

記

徴

証

」

近

代

デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー 
 

 
 

明

治

十

三

年

刊

行

、

吉

良

義

風

が

ウ

エ

ツ

フ

ミ

が

真

書

で

あ

る 
 

 
 

こ

と

を

証

す

る

た

め

幸

松

葉

枝

尺

や

幸

松

の

弟

良

蔵

に

発

見

や 
 

 
 

筆

写

の

経

緯

な

ど

を

確

か

め

た

内

容

な

ど

を

集

め

記

し

た

書

。 

（

４

）

橋

爪

春

海

著

「

時

世

撰

考

の

裏

書

に

つ

い

て

」

大

分

県

立

竹

田 
 

 
 

商

業

高

校

昭

和

四

十

八

年

度

研

修

紀

要 
 

 
 

こ

の

橋

爪

氏

の

論

文

は

昭

和

五

十

五

年

出

版

の

田

中

勝

也

著 

「

偽

書

考

」

で

一

般

に

紹

介

さ

れ

、

八

年

後

の

中

村

和

裕

著

「

上 
 

つ

文

は

し

か

き

雑

攷

」

（

田

中

勝

也

「

上

記

研

究

」

付

録

）

に

文 
  

書

の

写

真

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

本

稿

で

は

こ

の

写

真

を

使

用 
  

し

た

。

論

文

は

中

村

和

裕

氏

か

ら

コ

ピ

ー

の

提

供

を

受

け

た

。  
 

中

村

氏

に

謝

意

を

表

し

た

い

。 
  

■

追

記 
 

昨

年

（

平

成

二

十

七

年

）

七

月

十

七

日

、

病

気

療

養

中

の

田

中

勝

也

氏

が

亡

く

な

っ

た

。 
 

筆

者

が

管

理

す

る

サ

イ

ト

「

解

読 

上

紀 

田

中

勝

也

」

は

、

二

十

年

前

、
「

ウ

エ

ツ

フ

ミ

は

大

分

県

人

が

決

着

を

つ

け

る

べ

き

」

と

い

う

理

屈

で

田

中

氏

を

説

い

て

実

現

し

た

も

の

で

あ

る

。 
  

前

・

本

稿

「

偽

書

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

作

者

」 

は

、

大

分

県

人

と

し

て

の

筆

者

が

、
「

ウ

エ

ツ

フ

ミ

の

作

者

」

に

関

し

て

一

応

の

決

着

を

つ

け

る

つ

も

り

で

書

い

た

も

の

で

あ

る

。

読

者

の

判

断

を

待

つ

。 


